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Ⅴ．特記事項 

1．建学の精神を基調とした「グランドデザイン 2030」の推進 

樟蔭学園創立者森平蔵の思いである建学の精神の趣旨は、「高い知性と豊かな情操を兼ね

備えた社会に貢献できる女性の育成」をめざすことである。この建学の精神を基調として

本学は西暦 2030 年にあるべき姿を示したグランドデザイン「美を通して社会に貢献する

～美 Beautiful 2030～」を策定し、人材育成と知的創造活動の拠点となるよう努めている。 

人材育成の場である大学として、「自ら考え主体的に判断し行動する力」や「変化に対応

するしなやかな力」を有する人材を社会へ送りだすため、知性美・情操美・品性美の三つ

の「美」を兼ね備えた社会の要となる人材育成に対応した課題解決型教育を展開している。

学士課程基幹教育科目の『樟蔭コア科目』には新入生全員必修科目「樟蔭の窓」を設置し、

本学で学ぶ意義を理解し樟蔭スピリットを修得するのみならず、「樟蔭美」を構成する三つ

の力－「観る力」「磨く力」「繋ぐ力」を身につける手がかりを獲得するよう促し、一市民

として社会生活を送る基盤を醸成している。さらに学士課程基幹教育科目では『主題別科

目』として、「生活者・消費者・市民として生きる」「心と体の健康を考える」「今を考える・

未来を生きる」の科目群を設置し、最終的に 4 年次生配当の「総合ゼミナール」にてまと

めを行い、「美を通して社会に貢献できる人材」を社会へ送りだせるようカリキュラムを編

成している。 

 一方、知的創造活動の拠点として、「樟蔭美科学研究所」を立ち上げ、学内外の研究者や

研究機関と連携しながら、トータルに美を追求し研究を推進している。身体や表現など外

面のみならず心理面など内面の美も対象とし、多様な美を基軸とした研究ならびに大学院

生を中心とした教育を展開し、得られた成果を社会に還元していく。 

 また、学生自身がパーソナリティーとなり企画運営を行うインターネットラジオ局－美 

Radio－を開設し、様々な情報発信・広報活動を行っている。その活動の中には令和 7（2025）

年大阪・関西万国博覧会の「共創チャレンジ」に申請登録し、多くのチャレンジを応援す

るチーム“SDGirls”を立ち上げ、活動範囲を広げている。 

樟蔭学園全体としても、「美」というキーワードを核として、学園のコアブランド「樟蔭

美」を掲げ、大学のみならず幼稚園・中学校・高等学校各々の運営に活かすなど、大学のグ

ランドデザインに端を発した活動の輪が広がっている。 

 

 


